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－支援組織と「ほっとルーム」の活用を通して－

嬬恋村立東中学校 谷川 篤

《 研究の概要 》

不登校・不登校傾向の生徒への対応として、組織としてチーム支援していく取組と共に、

「ほっとルーム」を設置し問題解決的な場として活用することで個に応じた支援をしていく

ものである 「ほっとルーム」では、カウンセリングなどでスクールカウンセラーが支援に。

加わる。チーム支援組織と「ほっとルーム」での取組とを生徒指導主事がコーディネートす

ることで、より有効な支援の方法を工夫していくものである。

　 先 生 た ち で
チ ー ム を つ
く っ て 支 援 す
れ ば い い の
で は ？

「 ほ っ と ル ー
ム 」が あ る か
ら 活 用 す れ
ば ？

ス ク ー ル カ ウ ン
セ ラ ー の 先 生
や ほ か に も 協
力 で き る 先 生 い
る か な 。



- 2 -

基本的な考え方はこのようにしました。

「保健室・特別支援教室」

「ほっとルーム」

「生徒指導部会」 と

「スクールカウンセラー」

「生徒指導主事」その結果は

以前よりも生徒に対して、幅の広い個に応

じた支援が可能になりました。

　 「ほっとルーム」と保健室・特別支援教室と
の連携で、いろいろな生徒に対応した支援が
できました。 お互いの活動状況がもっとわかり
やすければ、協力し合える場面が増やせる
ね

　「ほっとルーム」とスクールカウン
セラーの活用で、不登校予防への
支援に力をいれることができるよう
になりました。

　生徒指導部会の定例化で生徒の情報
が伝わりやすくなった。そのことで、その
生徒に必要な支援がしやすくなりました。

　 　 　 　 　 　 不 登 校 予 防

個 に 応 じ た 生 徒 支 援

　 　 　 　 　 組 織 的 な 支 援 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「 ほ っ と ル ー ム 」 で の 支 援

コ ー デ ィ
ネ ー タ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 本 校 の 実 態
　 　 　 　 　 　 生 徒 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 学 校 ・ 職 員

・ 各 学 年 に 不 登
校 傾 向 の 生 徒 が
い る 。

・ 不 登 校 傾 向 生 徒 に
組 織 的 な 対 応 が で き
て い な い 。

生 徒 指 導 部 会

学 年 部 会

保 健 室 ・ 特 別
教 室 と の 連 携

職 員 会 議 や 校 内
研 修 で の 職 員 の
共 通 理 解 。

不 登 校 ・ 不 登
校 傾 向 生 徒
へ の 支 援

・ Ｓ Ｃ の 活 用
・ 教 育 相 談

「 ほ っ と ル ー ム 」
通 信

学 級 保 護 者


